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Sultamicillinの 産 婦 人科 領 域 に お け る 臨 床 応 用
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Ampicillin(ABPC)と β-lactamase阻 害剤 であるsulbacta (SBT)と を,エ ステル結合によ り

同一分子中に当量二ずつ含有す る半合成経 口 β-laCtam抗 生剤であるSultamicillinに ついて,産 婦 人

科領域における臨床応用 を試みた。即 ち,子 宮 内膜 炎,バ ル トリン腺腫瘍,外 陰膿瘍,産 褥乳腺炎,

尿路感染症 など23例 に1日 量750mg～1125mgを 投 与し,有 効19例,無 効4例 で有効率82.6%の 成績

を収め,対 象例の 多い尿路感染症 では78.6%が 有効 であった。そのほか本剤の特徴 である耐 性菌に対

する臨床効果 も症例 は少 ないか一部 に認め られているものの充分 な評価は今後の検討に待ちたい。 本

剤の経口投与による副作用は1例 も認め られていない。

近年 β-lactam剤 が数 多 く開 発 され,感 染 症 治療 に 対

する化学療法の 中心 を 占め てい る。 なか で もプ ロ ドラ ッ

グの登場や β-lactamase阻 害 剤 な ど 最近 で は 剤 型 お よ

び併用療法の面 で β-lactam剤 の進 歩 は 著 しい。

Sultamicillin(SBTPC)は 米 国Pfizer社 で 開 発 され た

半合成経口 β-lactam抗 生 剤 でFig.1の 構 造 式 を 有 し,

β-lactamase阻 害 剤 で あ るsulbactam(SBT)とampi-

cillin(ABpc)と を エ ス テ ル結 合 に よ り同 一 分 子 中 に 当

量ずつ含有す る1)。本 剤は 経 口投 与(1錠 中sultamicillin

として375mg含 有)で 効 率 よ く腸管 か ら吸収 され,este-

raseで 分解 され てSBTとABPCに 解 離 し,両 者 の 相 互

の強力作用 を期待 したmutual prodrugと い われ る新 し

いタイプの抗生剤 であ る。

今回我々は本剤の 提 供 を うけ産 婦 人科 領域 の感 染症 に

対する臨床応用 を試 み る機 会 を得 た の で以 下 報 告 す る。

I臨 床 応 用成 績

Sultamicillinを 産 婦 人科 領 域 に お け る性 器 感 染症

尿路感染症 な ど23例 に使 用 した。な お検 討 期 間 は昭 和58

年3月 か ら10月 迄 で あ る。 対 象疾 患 の 内 訳 は子 宮 内 膜 炎

2例,バ ル トリン腺 膿瘍2例,外 陰 膿瘍2例,ソ ケ イ リ

ンパ腺炎1例 ,産 褥乳 腺 炎2例 お よび膀 胱 炎14例 で あ る。

本剤の1日 投与 量は750mg～1125mg(2錠 ～3錠)で 分

2～ 分3投 与 を行 い,投 与期 間 は3～7日 ,投 与総 量は

3.09～7.8759に お よんだ。

1.性 器感 染症

子宮内膜炎に対 す る治療 効果 の 判 定 は,主 要 自他 覚 所

見が3日 以内に改善 し,そ の 後 治癒 に 向か っ た場 合 を 有

効(+),3日 経過 して も自他 覚 所 見 に改 善 の み られ な い

もの を無効(-)と した。 切開 を加 え た 外性 器膿 瘍 はす べ

Fig. 1 Chemical structure of sultamicillin tosilate

て投与後の 自他覚所見よ り,有 効(+),無 効 下)と 判定

した。臨床成績の一覧 を示す とTable.1の とお りであ

る。成績は内性器感染症(子 宮内腺炎)お よび外性器感、

染症(バ ル トリン腺膿瘍,外 陰膿瘍な ど)7例 に使用 し,

全例有効であった。疾患別にみると子宮内膜炎の2例(う

ち1例 は子宮付属器炎を合併)は いずれ も有効 で自他覚

所見 も投与中か ら改善,消 失をみた。 この うち症例2で

は37℃ の軽熱 と下腹痛,子 宮体部の圧痛があ り,子 宮内

より本剤投 与前peptococcusとS．epidermidisが 分離

されたが,投 与3日 目に 自他覚所見著明に軽快 し,投 与

後の子宮内培養は陰性であ った。

バル トリン腺膿瘍 の2例 に対す る効果 は本剤を4～5

日間投与 し,投 与後局所所見は著明に改善 し,い ずれ も

有効 であ った。 この2例 の膿瘍か らの検 出菌は症例3で

はE.coli,S.faecalis,SepidermidiS,症 例4で はB.

fragilis,S.epidermidisと 複数菌が分離された。本膿瘍

ではいずれ も小切開 を併用 したため効果は著効 とせず,

有効 と判定 した。

外陰膿瘍の2例(検 出菌は症例5,Saureus,Pepto-

coccus,症 例6,Streptococcus,Corynebacterium,

Peptococcus)に 対す る本剤の効果は5～7日 間投与 し,
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いずれ も有効(2例 共小 切開併用)と 判定 した。そのほ

か ソケイ リンパ腺炎(症 例7)に つ いて も7日 間本剤 を

投与 し有効であった。

2.産 褥乳腺炎

産褥2～3週 に発生 した膿瘍形成 をみない産褥乳腺 炎

2例 に本剤を6日 間投与 し,1例 は発熱 乳房痛および

局所所見の軽 決ないし消失 を認め,有 効 と判定 したが

他の1例 は膿瘍化傾向大 とな り,本 剤無効 と判定 した。

3.尿 路感染症

本剤を尿路感染症14例 に1日750mg～1500mg3～

6日 間投与 した。対象はすべ て急性単純性膀胱炎である。

起炎菌(検 出菌)の 内訳は11例 か らE,coliが 分離 された

ほか,P.mirabilisが1例,S.faecalisとS.epidermi-

disが 各1例 である。効果判定は 自覚症状(排 尿痛)の 消

失,尿 中細菌の消失,尿 沈液所見(膿 尿)を もとに下 し,

3～4日 目の検査で菌 消失,そ の他 自他覚所 見の消失 を

みた もの を有効(+),3日 目の検査で菌陽 性,並 びに自

他覚所 見の改善 をみない もの を無効(-)と した(Table.2)。

成績は有効11例,無 効3例(有 効率78.6%)の 結果が

得 られているが 無効例 はEcoliに よるもの2例 のほ

かにS.epidemid誌 による1例 である。臨床効果 と起炎

菌の感受1生効果(ABpcのDisc感 受1生)に は10例 で一

致がみられ てい る。 また起炎菌 のABPC(-)3例 は本

剤有効であ り,無 効3例 中2例 はABPC(-)で あった。

4.臨 床成績の まとめ

以上本剤の効果 を総括する と性器感染症,尿 路感染症

あわせ て23例 中有効19例,無 効4例 で,有 効率82.6%の

成績が得 られた。 この うち性器感染症,産 褥乳腺 炎では

全例に効果が認め られ ているが 尿路感染症では対象が

急性 単純性膀胱炎ではあるが78。6%と やや低 い有効率

であった。細菌学的効果をみ ると尿路 感染症の代表的な

起炎菌 であるEcoliで は11例 中9例 有効 であ り,す べ

て複数菌が分離 された性器憎、九 では1例 を除き,投 与

後は菌陰 性ないしは膿汁採取不能 であった。他方本剤の

特徴である耐 陛菌に対する臨床効果をみると,尿 路感染症

においてABPC耐 性 菌に有効 なもの3例 を経験 している。

5.副 作用

本剤の経口投与による副作用には特記すべ きもの を認

めていない。

II.考 察

Sultamici11inはABPCとSBTのmutual pro-

drugで あるがSBTは 単独 では抗菌作用は弱いが,各

種細菌の β-Iactamase作 用 を不可逆的に不1刮生化す る

作用 をもち,他 の β-lactam剤 と併用する と,耐 性菌 に

対 して も抗菌 力を発揮す ると報告 されている。また嫌気

性菌に対する抗歯力を有す るためsultamicillisの 抗菌

範囲の拡大 が期 待され る。昨年のシンポジウムにおいて

は,K.pneumoniae,Proteus group,Bacteroides

fragilis,Acinetobacterな どにつ いてABPC単 独よ

りも本 剤の抗 菌 力の増強 が認め られてい るほか,本

剤 の吸収 もABPC,SBTと も血 中濃度の ピー クに

到達 す る時間(30分),尿 中排泄等で類似 したパタ_

ンを呈す る こ とが報告 され てい る。そのほか性器組

織内移 行や 謄帯 血 中,羊 水中移行 の成績について も

報 告 され た2)。 我 々は さ きに β-1actamase阻 害剤と

抗 生剤 の併 用につ い てclavulanic acid+amoxici-

11in3)お よ びsulbactam+cefoperazone 4)5)の抗菌

力 試験,母 児間移 行,乳 汁移 行 をは じめ 臨床的検討

を行 って 来 た が,今 回は基礎 的検討 を除 くsulta.

micillinの 臨床的応用の成績 を検討 した。対象例は性器

感染症,産 褥乳腺 炎,尿 路感染症,計23例 で有効率82.6

%の 成績を収めている。この うち性 器感染 症には,全 例

に効果がみられたが症例の 多数 を占め る尿路感染症(膀

胱炎)で は14例 中11例 有効(有 効率78.6%)と の効果が

保 たれてお り,単 独菌感染症例 ではE.coli感 染症例で

11例中9例 に効果が認め られた。結局,本 剤は経口剤で

あることよ り軽症 ない し中等度の感染症.か対 象となると

思われるが,今 回我々の実施 した治験における症例数で

は,本 剤の特徴 であ るABPC耐 性菌感染症に対する相

乗的抗菌効果 を評価するには充分 とはいえないが 投与

量の減少な どの面で,臨 床的な有用性は十分期待できる

もの と思われる。副作用については,経口投与に伴い易い

消化器症状 は我 々の経験 では1例 も認め られなかった。
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CLINICAL APPLICATION OF SULTAMICILLIN
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Sultamicillin is a semi-synthesized beta-lactam antibiotic in which amplicillin (ABPC) and the beta-lactamase

inhibitor, sulbactam (SBT), are linked as an ester in an equivalent proportion. We, this time, tried sultamicillin

in the treatment of Ob-Gyn infections. Daily doses from 750 mg to 1125 mg of sultamicillin were given to 23

patients with endometritis, Bartholin's abscess, vulvar abscess, puerperal mastitis, UTI etc., and the result was

that it was effective in 19 patients, and not effective in 4 with an efficacy rate of 82.6%. In the UTI -many

of the patients entered into this category, the treatment produced an efficacy rate of 78.6%. Although the clinical

efficacy against penicillin resistant strains was also shown in a small number of patients, further studies will be

necessary for definite evaluation of sultamicillin. No drug-related side effects were observed.


